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 年が明け、2023 年が始まりました。大

勢の人たちが迎えたこの年の幸多からんこ

とを願い、大きな期待を抱きながら一週間

を過ごしたことでしょう。ただ、そうした

世の喧噪とは一線を画しているのが私たち

キリスト者でもあるのでしょう。なぜな

ら、私たちにとっての新年とは、クリスマ

スの祝いのただ中を心静かに迎えるもので

もあるからです。そして、そこで大切なこ

とはクリスマスシーズンに終わりを告げる

公現日、エピファニーです。その日、主の

教会は御言葉からイエス様の洗礼の出来

事、あるいは、カナの婚礼の出来事などを

聞き、イエス様の救い主キリストの歩みが

始まったことを覚えるのですが、それは、

この公現日が救い主キリストが世界、人類

と共にあることを宣言するものでもあるか

らです。このことはつまり、一昨日の 6日

より、世界、人類はキリストと共にあるこ

とを改めて強く思うことになった、全世界

がクリスマスを祝ったことを思えば、それ

は、当然のことでもあるのでしょう。です

から、そういう意味で、この日の御言葉は

公現日を迎えた私たちにふさわしい御言葉

だと言えるのです。 

 ここでイエス様は弟子たちに向かって天

の国について三つの譬えをもって語りま

す。そして、51 節では、イエス様が弟子

たちに向かって「あなたがたは、これらの

ことが皆分かったか」と尋ね、そして、声

をそろえ弟子たちが「分かりました」とこ

う応えているわけです。つまり、イエス様

に対し、「分かりました」といっているこ

の弟子たちの姿こそが御子を迎え、御子と

共に歩む世界、人類の姿であるということ

です。ですから、ヨハネによる福音書が、

「わたしを信じる者が、誰も暗闇の中にと

どまることがないように、わたしは光とし

て世に来た」と語るように、まばゆいばか

りのイエス様という光に照らし出されてい

るのが世界、人類でもあるのです。従っ

て、この日の御言葉が語る「分かりまし

た」という弟子たちの返事はこの現実に置

かれた世界、人類の姿だとも言えるので

す。ところが、どうでしょうか。こうして

公現日を迎え、どれだけの人たちが主、我

らと共にいますことを心に留めているので

しょうか。世界、人類は今年も幼子イエス

の誕生をその目で確かに見たのです。それ

は、世界、人類がこの出来事を見るための

目を持っているからです。ところが、今、

どれだけの人々がこの方のことを気にか

け、その目で見ようとしているのでしょう

か。 

 イエス･キリストというお方は生まれた

には生まれたが、すぐに世に埋没してしま

ったというのでしょうか。それとも、多く

の者が目を塞ぎ、あるいは、別の何かに心

を奪われてしまったのでしょうか。現状を

踏まえるなら、こう考えざるを得ないので

すが、それゆえ、イエス･キリストという

お方を見つめる上で必要なことは、その信

仰の眼差しということです。けれども、数

日前に出されたプーチンの停戦命令であり

ますが、そこには紛れもなく信仰的な理由

がありました。ですから、そういう意味

で、この度、ユリウス暦でクリスマスを祝

うために出したプーチンの停戦命令は信仰

の眼差しをもってのこと、ということにも

なりましょう。また、彼は熱心で真面目な

正教信者であると言われています。この度

の判断はそれゆえのことだと言われていま

すが、ところが、そのように考える人は、

恐らくは、ウクライナ国民の中には一人お

りません。それは、説明するまでもなく、

信仰とは、プーチンの野望を支えるもので

はないからです。ですから、この度の彼の

判断については、いみじくも「だったらこ
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の国から出て行け」とあるウクライナ国民

が言ったように、プーチンが信仰の眼差し

をもって、世界、人類を見ているなら、そ

の蛮行こそが改められて然るべきものだと

いうことです。それゆえ、彼には信仰が

「分かっていない」、それは明らかなこと

でもありますが、ところが、彼は「分かっ

ている」と思い、しかも、ロシア国民の多

くが彼のその考え方を支持しているわけで

す。そこでもし、彼が天国の鍵を握ってい

ると、彼を支持する人々がそう思っている

としたら、天国の鍵を握る者とは、核のボ

タンを握る者ということなのでしょうか。 

 このように、分からない人々と、分かっ

ていると思い込んでいる人々が私たちの周

りを取り囲んでいるわけですから、そこで

出番が回ってきたのが、弟子たちと同じよ

うに「分かっています」と威勢良くイエス

様に返事をする私たちです。ですから、そ

のためにも私たちは弟子たちと同じように

この日の御言葉に聞いていきたいと思うの

ですが、そこで言われていることは天国に

ついての三つの譬え話です。最初の二つは

内容こそ違いますが、語らんとしているこ

とは同じです。天国は価高く、それゆえ、

全財産を売り払ってでも手に入れるべきも

のだからです。ただ、三つ目は、この二つ

とはいささか趣を異にします。それは、ク

リスマス前に聞いた毒麦の譬えに通じるも

のですが、終わりの日が来たなら、良い者

と悪い者とが天使たちによってより分けら

れ、悪い者は打ち捨てられるというので

す。そして、そこで忘れてはならないこと

は、終わりの日が訪れる以前には、良い者

も悪い者も、同じ網の中で渾然一体となっ

てその中に置かれているということです。

まさに今世界の置かれた現実そのものを言

い表しているとも言えるのですが、その中

でイエス様に尋ねられ、分かったと答えた

のがイエス様の弟子たちでもありました。 

 ただ、そこで二つ大きな問題が出てきま

す。一つは、「分かった」というのはどう

いうことなのかということです。それは、

最初に語られている二つの譬え話は確かに

分かりやすく、天国が何物にも変えがたい

ものであることを思えば、誰もが納得し、

承服するものだとも言えるのです。つまり

は、天の国は「分かりました」と口にする

私たちにとっては、あるのかないのか分か

らないものではなく、今ここに、確かにあ

るということです。しかし、そう思いなが

らも、この中で、一体、誰が、はい、分か

りましたと言って、全財産を売り払う者が

いるのでしょうか。ですから、これは、総

論賛成、各論反対という信仰者が陥りやす

い状況を現しているとも言えるのですが、

つまりは、語られている内容は分かった、

でも、それを行動に移すのは難しい、だか

ら、勘弁して欲しい、そういうことを言い

表しているとも言えるのでしょう。つま

り、分かったと思っても、実は何も分かっ

てはいなかった、ですから、そのような中

で、私たちが「分かった」と口にすること

は、まさに語るに落ちるということでもあ

るのでしょう。 

 ですから、そうした状況の中でハラハラ

しながら、三つ目にある譬え話を聞いてい

くと、三つ目の譬え話は私たちの心にどの

ように響くのでしょうか。恐らくは、私た

ちの多くを安心させることはないのでしょ

う。それどころか、私たちが「分かった」

と口にしていると言うことは、つまりは、

私たちが網の中に入っていることを知って

いるということです。そして、この場にい

るほぼ全員は御国の到来を待ち望んでもい

るのです。クリスマスにおいて、そのこと

を繰り返し言葉にし、その言葉をしっかり

と胸に刻んできたのが私たちでもあるから

です。ところが、その私たちが年が改まる

やいなや、御国の到来を喜ぶことができな

いとしたら、それも、悲しむべきもの、忌

まわしいものとまで見なしているとした

ら、それはイエス様にとっては実に悲しむ

べきことでもあるのでしょう。けれども、

もちろん、私たちには、このイエス様の気

持ちが分かりすぎるくらい分かっていま
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す。でも、自分で思うようには動けない、

それは、天の御国の値高さは認めながら

も、それを手にするためにすべてを捨て去

ることができずにいるからです。そして、

その理由は、あの「富める青年」のよう

に、私たちが常識に囚われているからでも

あるのでしょう。 

 それゆえ、私たちの常識と理性が私たち

の目を曇らせているとも言えるのですが、

ただ、そこで一つ言えることは、イエス様

の「分かったか」との問いかけは、すべて

のものを後ろに投げ捨て、イエス様に従っ

た弟子たちに向かって語られているという

ことです。ですから、「分かった」という

一言は、召命というものと深く関わってい

るわけですが、そして、この召命というこ

とは、私たちそれぞれがそれぞれに与えら

れた役割を担うということです。そして、

私たちがそれぞれの役割を担うのは、私た

ちが主のものとされたからです。それが、

洗礼を受け、古い自分に死んだ、というこ

とでもありますが、従って、そこには御言

葉を宣べ伝えるための特別な役割が与えら

れているかいないかは関係ありません。洗

礼を受け、主のものとされたということ

は、イエス様のお言葉を我が言葉とするこ

とであり、そのお言葉どおりに生きるとい

うことでもあるからです。ところが、それ

ができずにいる、それが私たちの多くであ

り、つまり、イエス様がここで仰る網の中

とは、そういう私たちがその中にいるとい

うことです。まただから、私も含め、その

ことに悩みを深めるわけですが、ですか

ら、そこではっきり言えることは、終わり

を見つめる私たちは、終わりが見えている

からこそ、このままではいけない、という

ことです。 

 ただ、それが分かっていても、その答え

になかなか辿り着けないのが私たちでもあ

るのです。まただから、すべてを後ろに投

げ捨て、イエス様の救いに与りながら歩ま

ねばならない、救いに与りたいと願う私た

ちの多くはそう考え、自分を変えること、

変わることばかりを考えたりもするのです

が、特に、私たちプロテスタント教会はそ

の傾向が強いように思います。それは、

「改革」ということが教会の旗印であり、

それゆえ、現状に甘んじずに常に身を正し

改革し続けることが御国を待ち望む上での

私たちの姿勢でもあるからです。しかし、

それが私たちの心を曇らせているとした

ら、信仰とは一体いかなる意味を持つもの

なのでしょうか。私たちの中でそう思う人

は多いように思うのですが、そこでイエス

様の仰ったことが天の国のことを学んだ学

者についてでありました。それは、イエス

様がここで「自分の倉から新しい者と古い

ものを取り出す一家の主人に似ている」と

その道の権威について仰るように、やがて

御国の扉が私たちの目の前で大きく開かれ

るためは、その時までを正しく、ふさわし

く導く者の存在が必要だからです。 

 そして、イエス様は、このことを弟子た

ちが「分かりました」と語ったその直後に

語るのですが、それを語るに際してに、イ

エス様はそこで「だから」と仰るのです。

このことはつまり、ここに、私たちが天の

国について「分かる」ということの意味が

言い表されていると言うことでもあります

が、つまりは、それが、イエス様ゆえの救

いと十字架と復活の出来事の意味について

「分かる」ということでもあるのです。そ

して、それについて「分かった」と言って

いるのがイエス様の弟子たちであります

が、それは誰かとイエス様が弟子たちに念

を押して聞いていることからも分かりま

す。つまり、私たちの導き手とはイエス様

の召しに与る弟子たちであると言うことで

す。けれども、弟子たちにはそれができな

かった、十字架の出来事がそのことをはっ

きりと伝えてくれているわけですが、しか

し、十字架と復活の出来事を経て、教会が

立てられ、明らかに変わっていったのが弟

子たちでありました。それは、弟子たちが

分かったと言うことでもありますが、一体

弟子たちは何が分かったというのでしょう
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か。 

 弟子たちの「分かった」というこの言葉

に偽りはありません。弟子たちはありのま

まのその気持ちをこう言い表しているので

す。しかし、「分かった」と口にした弟子

たちがイエス様を裏切ることになったので

す。つまりは、実は弟子たちは何も分かっ

ていなかった、弟子たちの上にこの重い事

実がのしかかってくることになったのです

が、ところが、その弟子たちが変えられて

いった、網の中とはつまり、変えられてい

る可能性に満ちた場所であるということで

す。それは、この網の中に、イエス様が共

におられるからであり、このことはつま

り、「分かる」とは、私たちの傍らにある

イエス様を見つめるところから発せられる

言葉であるということです。ここで弟子た

ちが「分かった」と口にしたのは、共にあ

るイエス様を見つめてのことでもあります

が、そして、その弟子たちがイエス様のこ

とを裏切ったのは、イエス様と共にあるこ

とを止めたから、イエス様との距離を置い

たから、つまりは、イエス様のことが見え

なくなってしまったから、裏切ることにな

った理由は、共にあるイエス様のことを見

失うことになったからです。そして、そこ

で弟子たちは知ったのです。私たちがイエ

ス様を見つめていてもいなくても、イエス

様は私たちと共にあるお方である、今まで

も、今も、これからも、良いものであるの

か悪いものであるのかも分からないこの私

たちと共にいてくださっている、だから、

そのことを知った私たちは、弟子たちと同

じように、共にあるイエス様によって必ず

変えられていく、変わらなければならない

と自ら思うのではなく、網の中にイエス様

が共にあることを私たちが忘れず、このお

方に寄り添い、その御旨を信じ歩むなら、

私たちは弟子たちのように変えられ、御国

の扉はやがて私たちの目の前で大きく開か

れることになるのです。 

 ですから、「分かる」ということは、共

にあるイエス様を見つめることです。今こ

こにイエス様が共にいてくださっていると

いうことです。その中で古いものも新しい

ものも、良いものとしてイエス様が取り上

げてくださるのです。この年も、きっとい

ろいろなことが起きるのでしょう。それが

何かは私たちにも分かりません。私たちの

目が大きく開かれることもあれば、その目

を曇らせることもあるのでしょう。けれど

も、その私たちがイエス様の御心の中に置

かれている、だから、その傍らに共にある

イエス様を私たちが見つめるなら、私たち

は必ず良いように変えられていくのです。

ですから、大切なことは、イエス様と共に

ある交わりの中に置かれていることを忘れ

ずにいることです。そのことをはっきりと

知らされたのがクリスマスシーズンを過ご

す私たちでありました。それは、三名の愛

する兄弟姉妹を主の御許へとお送りするこ

とになったからです。この、「なぜ」と問

うしかない出来事を通して、その私たちと

イエス様が共にあること、いてくださって

いることを御言葉を通して深く知らされる

ことになったからです。それは、私たちが

イエス様というお方を中心にした交わりの

中に置かれ、生きているからです。私たち

の目の前に御国の扉が大きく開かれるの

は、私たちがこの交わりの中にあるからで

す。 

 従って、私たちは、分かるか分からない

か、変わるか変わらないかに拘りを強くす

るのではなく、交わりの中にあることをし

っかりと見つめるものでありたいと思うの

です。そうすれば、すべてのことはイエス

様によって必ず明らかにされていく、こう

して迎えたこの新しい年も、そのイエス様

が私たちのことを導いてくださっている、

このことをしっかりとその胸に止め、交わ

りの中でこの一年を共に過ごす私たちであ

りたいと思います。祈りましょう。 
  
 


